
　　　　

2026 年
3
月

4
日

学校課業日
学校休業日

10
10

時
30
00

分から
17
16

時
30
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携
●関係機関との連携
●地域資源の活用
●地域への理解促進

職員の質の向上

●社内外研修に参加します。
●毎日の振り返りを行い、次回の支援につなげていきます。
●他事業所と交流の機会を設け、支援の質を高めあいます。
●ヒヤリハット、事故報告を徹底して、再発防止に努めます。

主な行事等
● 外出体験活動　　　　● 季節の行事（夏祭り・ハロウィン・クリスマス・初詣・節分 など）
● 保護者交流会　　　　● 避難訓練（月1回）
● クッキング活動

● 意思表示の支援　　【絵カード等の視覚支援を活用し、自分の気持ちや考えを言葉・ジェスチャー・文字などで表現できる力を育てます。発表や当番活動を通して伝える経験を重ね、聞く姿勢や
　　　　　　　　　　　対話の基礎を養います。】
● グループ活動　　　【ゲームや共同制作などの活動を通して、伝える力・聞く力・協力する力を育みます。他者とのやりとりを楽しみながら、社会的コミュニケーションの基礎を身につけます】

●外出活動　　　　　【公共施設や地域資源を活用し、さまざまな人との関わりを通して社会のルールやマナーを学ぶ機会を設けます。体験を重ねながら社会参加への意欲を育みます
　　　　　　　　　　　。】
●協力・共同作業　　【グループ活動を通して協力する姿勢や役割意識を育てます。仲間と達成感を共有する経験を重ね、他者との関係づくりを支援します。】

家族支援

●定期面談　　　　　●日常的な情報共有
●随時相談対応　　　●保護者交流会 移行支援

●関係機関と連携を図りながら、進学や将来の進路に向けた切れ目のない支援を
行い、安心して次の環境へ移行できるよう支援します。

本
人
支
援

支　援　内　容

● 身辺自立　　　　　【一人ひとりの特性やペースを大切にしながら、日常生活に必要な基本動作を楽しく身につけ、自発的に行動できる力を育てます。】
● 食育　　　　　　　【無理のないペースで食への興味を広げ、体験活動を通して健康的な食習慣と食の幅を育みます。】
● 運動療育　　　　　【体を動かす楽しさを感じながら、基礎体力の向上と心身の健康づくりを行います。】

● 運動療育　　　【全身を使った運動活動を通して、姿勢保持や身体の使い方、基礎体力の向上を図り、運動機能の発達を促します。】
● 感覚あそび　　【触覚・視覚・聴覚・前庭感覚などを活用した活動を取り入れ、感覚の特性に応じた調整力を育み、安定した活動参加につなげます。】

● 集団生活への支援　　　　【視覚的手がかり等を活用し、活動の流れやルールの理解を促します。見通しを持って行動できる力を育み、主体的な参加につなげます。】
● 運動あそび（ルール理解）【ルールのある遊びを通して、順番や役割、位置関係などを意識できる力を育てます。他者との関わりの中で、適切な行動や安全意識の向上を図ります。】
● 食事場面での自己調整　　【食事の時間を活用し、量や時間の調整、マナーや衛生面への意識づけを行い、自己調整力の向上を支援します。】

法人（事業所）理念 ・小さな要望にも耳を傾け、心を込めて支援します。・どんな時も明るい笑顔と挨拶を欠かしません。・安心安全な環境作りに努めます。

支援方針
ワクワクできる活動を楽しみながら、その子らしさを大切にし、その子らしい社会生活が送れる力の獲得を目指します。安心できる環境の中で、自
分らしく挑戦し、成長できる支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 縁ジェル 支援プログラム 作成日


